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水道・下水道の歴史
（１） 事業の概要について

○日本で最初の近代水道・下水道○日本で最初の近代水道・下水道

水 道： 明治20年10月，横浜で給水を開始

下水道： 明治17年，東京で神田下水建設工事を開始
（大正11年3月，三河島汚水処分場の運転開始）（大正 年3月，三河島汚水処分場の運転開始）

京都市では

水 道：明治45年4月，蹴上浄水場から給水を開始

京都市では

昭和5年，下水道第1期工事に着手
（昭和9年4月，吉祥院処理場の運転開始）

下水道：

⇒水道･･･１０１年，下水道･･･８３年の歴史を有する!!

（昭和 年 月，吉祥院処理場の運転開始）
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都

（１） 事業の概要について

京都市の位置

琵琶湖疏水

京都市

淀川水系

大阪湾大阪湾
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方 営 業

（１） 事業の概要について

地方公営企業法
○ 法律の適用（第２条）

【地方公営企業】

地方公共団体が住民○ 法律の適用（第２条）

・水道事業：当然適用

地方公共団体が住民
の福祉の増進を目的
として経営する企業

・公共下水道事業：条例適用

特別会計特別会計

企業会計方式

料金原価主義

○ 経営の基本原則（第３条） 財務会計 ⇒ 独立採算原則○ 経営の基本原則（第３条） ・ 財務会計 ⇒ 独立採算原則

・経営組織 ⇒ 管理者制度
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市内 上 水道

（１） 事業の概要について

市内の上下水道
地域水道地域水道
特環下水道

お客さま

水道管の
維持管理

下水道管の
維持管理

お客さま

水圧の調節

維持管理維持管理

浄水処理
(浄水場)

ポンプによる
揚水と排水

(浄水場)

下水処理
(水環境保全センター)

疏水の
維持管理維持管理
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水道・下水道の役割
（１） 事業の概要について

水道 下水道の役割

水道・下水道は都市の基盤施設であり 日常生活を支水道 下水道は都市の基盤施設であり，日常生活を支
える重要なライフラインである。

＜水道事業＞

安全・安心でおいしい水道水を安定的にお届けする。安全 安心でおいしい水道水を安定的にお届けする。

飲料水をはじめ風呂・トイレ・炊事・洗たくなど文化的・
衛生的な暮らしを支える。衛生的な暮らしを支える。

＜下水道事業＞

衛生的で快適な暮らしを支え 大雨による浸水からま衛生的で快適な暮らしを支え，大雨による浸水からま
ちを守る。

市内河川・流域全体の水環境を保全する。市内河川 流域全体の水環境を保全する。
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事業

（１） 事業の概要について

事業の現況
収入額（水道料金など，下水道使用料＋雨水処理負担金など：税込み額）

⇒ 水道事業：約２９５億円，下水道事業：約４６１億円
（施設整備への投資額は，水道事業：約１１７億円，

下水道事業：約１７４億円）

取扱量（給水量 流入下水量)取扱量（給水量，流入下水量)

⇒ 水道事業：約２億㎥，
下水道事業：約３億５千万㎥

お客さま数
⇒ 水道事業：約７５万件，

職員数

下水道事業：約７４万件

地域水道
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職員数
⇒ 水道事業：約７３０人，

下水道事業：約５５０人

地域水道
特環下水道

7

上下水道事業の経営課題
（２） 経営課題について

施設の老朽化・・・・ 漏水事故の発生

災害等への備え・・ 地震対策，浸水対策

水需要の減少・・・・ 水需要構造の変化
節（節水型社会，世帯人数
の減少）
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施設の老朽化
（２） 経営課題について

耐用年数（注）を超過した老朽管の割合

ｋｍ
下水道管の長さ 水道管の長さ 全体の71%

耐用年数（注）を超過した老朽管の割合

（補助配水管を除く）

1,600

（全体4,155㎞） （全体2,54２㎞）

800

1,200

全体の20%

0

400
全体の46%全体の9%

0

18 23 28 33 38 43

取替えをしないと，老朽管がどんどん増えていきます。
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（注） 資産管理上の標準的な耐用年数 水道管：40年 下水道管：50年

施設の老朽化
２ 経営課題について

老朽化 た水道管 老朽化 た 水道管老朽化した水道管 老朽化した下水道管
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災害等への備え
（２） 経営課題について

水道管の耐震化 雨水幹線の整備
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水需要の減少
（２） 経営課題について

225

百万ｍ3

有収水量の実績 有収汚水量の実績

205

215

195

175

185

165

175

平成元 5 10 15 20 24
年度
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経営課題への対応
（２） 経営課題について

• 施設の老朽化などへの対応には多額の経費
が必要必要

上 水道事業 経営は独立採算制• 上下水道事業の経営は独立採算制

• 事業推進・経営の効率化・財政基盤強化に向
けた 経営プランの策定けた 経営プランの策定

• 将来に負担を先送りしない料金制度の構築将 負 送 料 度 構
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京（みやこ）の水ビジョン
（３） 経営計画について
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中期経営プラン
（３） 経営計画について
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中期経営プランの５つの重点項目
（３） 経営計画について

項目① 改築更新の推進項目① 改築更新の推進

項目② 災害対策の強化項目② 災害対策の強化

項目③ 環境対策の充実

項目④ お客さま満足度の向上

項目⑤ 経営基盤の強化
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項目① 改築更新の推進
（３） 経営計画について

※
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※平成20～24年度の5箇年の平均値

項目② 災害対策の強化
（３） 経営計画について
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項目③ 環境対策の充実
（３） 経営計画について
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項目④ お客さま満足度の向上
（３） 経営計画について
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項目⑤ 経営基盤の強化
（３） 経営計画について
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２４年度 決算の概要
（４） 経営状況について
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